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成果普及の概要

　林産試験場では，研究成果の普及に取り組んでいます。

○重点的に普及を図った研究成果

　平成 30 年度より，「研究成果の戦略的普及」を実施することとし，各研究 G より普及要望のあった研究成果

について検討・選定し，カラマツ心持ち材の乾燥技術「コアドライ」（平角，4 寸管柱），道産 CLT による「CLT

実験棟の建設」，「道産カラマツを用いた高強度集成材」，「トドマツ圧縮木材フローリング」の研究成果につい

て，重点的な普及を図りました。

○展示会等への出展などによる普及

  道外では「Japan Home & Building Show 2018」（東京 11 月 20 ～ 22 日），「WOOD コレクション 2019」（東京

　1 月 29 ～ 30 日）に出展したほか，道内では，「ビジネス EXPO 第 32 回北海道技術・ビジネス交流会」（札幌

11 月 8 ～ 9 日）等に出展しました。

○外部団体等への協力・連携

　外部団体等が実施した木材利用の普及を目的としたイベントに対し，積極的に共催や後援を行っています。

平成 30 年度は，森林総合研究所北海道支所等と共催で「技術開発成果発表会」を開催したほか，北海道水産

林務部林務局林業木材課と共催で「CLT 施工技術研修会」，（一社）日本木材学会北海道支部と共催で「第 50

回日本木材学会北海道支部研究発表会」を開催しました。

　また，旭川まちなみデザイン推進委員会等が主催する「第 29 回旭川建築作品発表会」等を後援しました。

○地域材の利用促進

　公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律に基づき道が定める「北海道地域材利用推進方針」を

踏まえ，公共建築物の木質化を推進する道内自治体等に対して，地域材利用に関する研究成果の積極的な PR

を行いました。

「研究・普及サイクルのシステムづくり」事業

　本事業は，林産試験場の研究成果を普及するとともに，企業等の技術的問題点や課題等を聞き取り , 今後の

研究課題に反映することを目的とした取り組みです。

　平成 30 年度は，本事業の一環として，道内の企業等へ場長が出向くトップセールス（清里町 , 大樹町など）

や研究職員による企業訪問（知内町など）を行いました。

　また , 林産技術セミナー「キノコと鹿肉の美味しい関係～道産キノコとエゾシカ肉の需要拡大を目指して～」

を道内 2 箇所（札幌市 , 旭川市）で開催しました（詳細は，後述の「行事等の開催による成果普及」を参照）。

事業実施に際しては，地域のニーズに即した内容となるよう，各（総合）振興局の林務課や市町村，業界団体

等と企業の情報や地域課題を共有する等の連携を図りました。

研究成果発表会

1)　平成30年北海道森づくり研究成果発表会

　森林研究本部（林業試験場，林産試験場）による発表のほか,一般発表として他の研究機関，森林管理局，（総合）

振興局の森林室，市町村，企業等による発表も行われました。発表は口頭発表とポスター発表に分かれており，ポ

スター展示会場では発表者による研究成果の詳しい説明と，参加者との意見交換が行われました。

　本年度の口頭発表は，森林研究本部11件と一般発表4件の計15件，ポスター発表は，森林研究本部30件と一般発

表5件の計35件の発表が行われました。

　開催の概要と林産試験場からの発表を次に示します。
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　　日　　時： 平成 30 年 4 月 19 日（木）10:00 ～ 16:15

　　場　　所： 北海道立道民活動センター　かでる２・７（札幌市中央区北２条西７丁目）

  かでるホール

　　参加者数：451 名

①　口頭発表

・カラマツ心持ち平角材の生産技術開発

       技術部　生産技術グループ     清野　新一

・道産カンバ類の利用技術

       性能部　構造・環境グループ     秋津　裕志

・上川産ケヤマハンノキの材質評価

       利用部　資源・システムグループ 大崎　久司

・木質エネルギーの地域利用に関する分析～南富良野町の事例～

       利用部　バイオマスグループ  折橋　　健

       道総研　戦略研究「エネルギー」チーム

  

・寒冷地に適応した菌根苗の開発～北海道でのまつたけ山づくりを目指して～

       利用部　微生物グループ  宜寿次盛生

    　　　北海道立総合研究機構　連携推進部　連携推進グループ　東　　智則

       北海道大学    玉井　　裕

②　ポスター発表

・労働強度軽減に向けたコンテナ苗植栽システムの開発～林地内運搬機の開発～

       技術部　製品開発グループ  近藤　佳秀

            橋本　裕之

       企業支援部　研究調整グループ  松本久美子

・金物を見せない CLT パネル接合部の強度試験

       性能部　構造・環境グループ  戸田　正彦

            冨髙  亮介

・“現し”仕様に対応したカラマツ CLT をつくる

       技術部　生産技術グループ  石原　　亘

            宮﨑　淳子

・道産材を用いた CLT の製造技術の検討

       技術部　生産技術グループ  宮﨑　淳子

            大橋　義德

            松本　和茂

            高梨　隆也
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・既存設備における道産カラマツ CLT の生産性向上の検討について

       利用部　資源・システムグループ 渡辺　誠二

            石川　佳生

            古俣　寛隆

       技術部　生産技術グループ  大橋　義德

            宮﨑　淳子

            石原　　亘

            高梨　隆也

            松本　和茂

・道南スギ防火木材を長尺化するために

       性能部　保存グループ   河原﨑政行

       技術部　生産技術グループ  平林　　靖

       ( 株 ) ハルキ    鈴木　正樹

            竹内　謙太

・カラマツ心持ち平角材（コアドライ）の製造コストと地域材利用による経済波及効果について

       利用部　資源・システムグループ 石川　佳生

            古俣　寛隆

・道産材を使った木製品生産の流れについて

       利用部　資源・システムグループ 石川　佳生

            渡辺　誠二

            古俣　寛隆

       利用部　バイオマスグループ  西宮　耕栄

            折橋　　健

・胞子を作らないタモギタケを検出する DNA マーカーの開発

    　　　北海道立総合研究機構　連携推進部　連携推進グループ　東　　智則

       利用部　微生物グループ  米山　彰造

       鳥取大学    松本　晃幸

・木質系屋内運動施設床の利用実態と劣化・損傷状況の調査事例

       技術部　製品開発グループ  髙山　光子
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2)　林産試験場研究成果発表会

　旭川近郊の幅広い分野の方々向けに林産試験場の研究成果を普及するため，平成30年林産試験場研究成果発

表会を開催しました。

　開催の概要と発表を次に示します。

　　日　　時： 平成 30 年 6 月 1 日（木）13:00 ～ 15:15

　　場　　所： 北海道立総合研究機構林産試験場（旭川市西神楽 1 線 10 号）

  講堂

　　参加者数：112 名

①　口頭発表

・立木の太さから見た広葉樹資源の特徴

      林業試験場　森林経営部　経営グループ     大野　泰之

・道産カンバ類の利用技術

      林産試験場　性能部　構造・環境グループ 秋津　裕志

・上川産ケヤマハンノキの材質評価

      林産試験場　利用部　資源・システムグループ 大崎　久司

・カラマツ心持ち平角材の生産技術開発

      林産試験場　技術部　生産技術グループ     清野　新一

・木質エネルギーの地域利用に関する分析～南富良野町の事例～

      林産試験場　利用部　バイオマスグループ 折橋　　健

      道総研　戦略研究「エネルギー」チーム

  

・寒冷地に適応した菌根苗の開発～北海道でのまつたけ山づくりを目指して～

      林産試験場　利用部　微生物グループ  宜寿次盛生

    　　　北海道立総合研究機構　連携推進部　連携推進グループ　東　　智則

      北海道大学     玉井　　裕

②　ポスター発表

・労働強度軽減に向けたコンテナ苗植栽システムの開発

　～林内運搬機とオーガを用いた植栽システムの工程と労働強度～

      林業試験場　道北支場    来田　和人

            蓮井　聡

      林業試験場　森林経営部　経営グループ  渡辺　一郎

            今　　博計
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・労働強度軽減に向けたコンテナ苗植栽システムの開発～林地内運搬機の開発～

      林産試験場　技術部　製品開発グループ  近藤　佳秀

            橋本　裕之

       　　 企業支援部　研究調整グループ 松本久美子

・金物を見せない CLT パネル接合部の強度試験

      林産試験場　性能部　構造・環境グループ 戸田　正彦

            冨髙  亮介

・“現し”仕様に対応したカラマツ CLT をつくる

      林産試験場　技術部　生産技術グループ  石原　　亘

            宮﨑　淳子

・道産材を用いた CLT の製造技術の検討

      林産試験場　技術部　生産技術グループ  宮﨑　淳子

            大橋　義德

            松本　和茂

            高梨　隆也

・既存設備における道産カラマツ CLT の生産性向上の検討について

      林産試験場　利用部　資源・システムグループ 渡辺　誠二

            石川　佳生

            古俣　寛隆

      　　　　　　技術部　生産技術グループ  大橋　義德

            宮﨑　淳子

            石原　　亘

            高梨　隆也

            松本　和茂

・道南スギ防火木材を長尺化するために

      林産試験場　性能部　保存グループ  河原﨑政行

      　　　　　　技術部　生産技術グループ  平林　　靖

      ( 株 ) ハルキ     鈴木　正樹

            竹内　謙太

・カラマツ心持ち平角材（コアドライ）の製造コストと地域材利用による経済波及効果について

      林産試験場　利用部　資源・システムグループ 石川　佳生

            古俣　寛隆
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行事等の開催による普及

・道産材を使った木製品生産の流れについて

      林産試験場　利用部　資源・システムグループ 石川　佳生

            渡辺　誠二

            古俣　寛隆

      　　　　　　利用部　バイオマスグループ 西宮　耕栄

            折橋　　健

・胞子を作らないタモギタケを検出する DNA マーカーの開発

    　　　北海道立総合研究機構　連携推進部　連携推進グループ　東　　智則

      林産試験場　利用部　微生物グループ  米山　彰造

      鳥取大学     松本　晃幸

・木質系屋内運動施設床の利用実態と劣化・損傷状況の調査事例

      林産試験場　技術部　製品開発グループ  髙山　光子

行事等による成果普及

　研究成果発表会のほかに，各種行事の開催や参加により研究成果の普及に取り組みました。
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行事等への参加による普及

木材利用の理解を図る普及（イベント協力等）

　林産試験場で開発した製品や技術を知ってもらうと同時に，木材のやさしさ，あたたかさ，木材を使った創

作の楽しさなどを理解してもらう機会として，以下の展示会やイベント等に参加・協力しました。また，展示

物の貸し出しや，材料提供などでも協力しました。

出展協力した展示会・イベントの概要
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木になるフェスティバル

　「木になるフェスティバル」は，道民や子供達への科学技術に対する理解の増進を図るため ,北海道立総合

研究機構中計画の第 4の 5に基づく社会貢献の一環として (一社 )北海道林産技術普及協会との共催により実施

しています。

　平成 30年度の「第 27回　木になるフェスティバル」は，以下の内容で 7月 21日 (土 )に実施し，当日の入場

者は約 716人でした。

木になるフェスティバルの内容

研究業績等の発表

　林産試験場の研究業績等は，研究発表会ならびに林産試験場報や林産試だより，その他の刊行物で公表され

ています。

1）学会等での研究発表

　学会及びその他の発表会等で発表したものは次のとおりです（外部機関が筆頭のものは含みません）。
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2）刊行物等で発表した研究業績等（平成 30 年 4 月～ 31 年 3 月掲載）

　林産試験場報及びその他刊行物への投稿状況は次のとおりです（一部外部機関が筆頭のものを含みます）。
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成果普及の概要
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成果普及の概要
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成果普及の概要



〔林産試験場年報　平成 30 年度〕

－ 36 －

成果普及の概要
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3）林産試だよりで発表した研究業績等

　林産試だよりは，12 回発行しました。タイトル等は次のとおりです。
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ホームページ

　林産試験場ホームページ（http://www.hro.or.jp/fpri.html）により，最新の研究成果や普及・技術支援情

報を発信しました。

　林産試験場ホームページの平成 30 年度更新回数は 37 回，主な新規・更新情報は次のとおりです。

○研究について（研究成果発表会の実施について）

○技術支援制度について（相談窓口，お問い合わせフォームの更新等）

○刊行物＆データベース（林産試だより 2018 年 4 月号～ 2019 年 3 月号，平成 29 年度年報）

◯木と暮らしの情報館，木路歩来について

◯職員採用試験の実施について

◯その他，各種林産試験場に関する情報（組織の更新，入札情報，イベントに関するお知らせ等）
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研究に関する主な報道状況

　報道機関の取材に積極的に応じ，研究成果の PR に努めました。主な報道は次のとおりです。

視察・見学

　平成 30 年度の視察・見学者数及び視察・見学者に対して行った主な講義は，次のとおりです。


